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「 年 頭 に あた って J

北 海 道 学 校 保 健 会

北 海 道 医 師 会

新年あけましておめでとうございます。初春を

迎えるにあたって ひと言ご挨拶申しLげます。
日頃より、学校保健 学校安全にご尽力をいた
だいている皆様方に、心より敬意と感謝を中し上

げます。

昨年は2年ぶりに日高管内新ひだか町において、

第65回北海道学校保健研究大会を開催すること

が出来ました。開催にあたって多くの関係者の皆

様にご尽力頂きましたことをこの場をかりてお礼

申し上げます。また 今年は空知管内砂川市にお
きまして、第66回北海道学校保健研究大会を開

催する予定です。多くの学校保健関係者の皆様の

ご参加を期待しております。

今日 社会環境の急激な変化、人々の日常の生
活様式等の変化が、成長期の子どもたちの「ここ

ろJや 「からだ」の健全な発達に様々な影響を与
えております。とりわけ 薬物舌L用 性の・・F脱行
為 1巴満や生活習慣病の兆1美、いじめや不登校、

メンタルヘルス アレルギー廃患 感染症など様々
な課題が問題になっています

こうした子どもの健康課題に対して適切に対応

するためには、学校における保健教育の充実が重

要になってきます。

保健教育は 保健に関する科学的認識を通して、
健康の保持増進のための思考力と半1断力の育成を

目指す保健学習や、日常の具体的問題に即した実

践的能力や態度の育成を図る保健指導を中心に進

めていく事になるのですが、保健学習の時間につ

いてはそれぞれの学年でおおよその時数や内容が

決まっているようです.一方、保健指導の方は当
面する健康問題を中心に各学校が指導内容を設定

することができ、時間や内容に巾を持たせられる

ことから 悧建学習との関連を十分に考えながら、
計画的 継続的に進めることが大切です.
ただ、健康課題として学校で取り扱わなければ

ならない内容は増える一方です。従って、それぞ

れの学校においては、児童生徒の実態や地域の実

情を十分に考慮し、保健学習や保健指導だけでな

く、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時

間との関連を考えながら、総合的に取り扱う必要

があります。

そして、学校における保健教育を進める上で一

番重要なのは 学校だけでなく保護者や地域 そ
して関係機関を巻き込むような取組を考えていた

だきたいと思います。

木年も学校 家庭 地域社会の関係者と二師会
はじめ関係機関が英知を結集し、強力な連携のも

とに児童生徒の健康 安全の保持 増進に努めて
参りますので、ご支援 ご協力くださいますよう
お願い申し上げます。
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第65回北海道学校保健研究大会日高(新ひだか)大会の報告

平成 29年 10月 1日 (日 )今年度完成 したばかり
の新ひだか町総合口J民センターを会場に全道各地

から220余名の参加を得て「北の大地を生涯を通
じて 心豊かにたくましく生きる子どもの育成を
目指してJを大会主題として ～雄々しい山なみ
と恵み豊かな夫海をはるかに望む 件駒駆ける日
高の地から 子どもたちの生きる力を育むために
～ をテーマに開催された.

に管理するという意識を持たせることが大切とな

る。Jと 学校におけるがん教育の必要性に触れ
るとともに

「この後の部会別研究協議では、幅広い分野の

方々の日LllのIII究や実践に基づいた協議を通して

実りある成果を期待するJと結んだ。

学校保健功労者表彰では、永年にわたる学校保

健や学校安全の充実にご尽力された功績を称え

学校ズ53名 学校lFド1庭 75名 学校業剤F131名
教職員 7名の計166名の方のうち、受賞式に参加|

された25名 に長瀬会長より人彰棉か授与された。

受賞者を代表して 札幌市学校医の本村裕 氏が
「本国のこの受賞を契機に、心を新たにし、本適

の学校保健 学校安全の充実 発展に努力致す所
存でありますので 今後とも関係各位のご指導
ご支援を1易りますようお願い中し IJナ ます.」 と

謝辞を述べた.

最後に 30年度 HHl■地の砂川市教育委,t会教
育長 高橋 , 氏より、大会開催に向けての準
備体制1整備を進めているとして、多くの参加を期

待しているとの機拶があった。

続いて 「緊急時の子どもの心の反応』と題し
て、公益社lL法人宮llk県精神保健福祉協会みやぎ

心のケアセンター企画研究部長 福1也 成 氏に

I第65回北海道学校保健研究大会開会式】

開会式では 久保趾l達 し実行委員長による開式
の言葉に続き、北海道教育委員会教育長 (代理/
+村隆信教育委員)、  公益|■」法人日本学校保
健会会長 (代理/弓倉幣・41務理事) 公益ヨ‖』法
人北海道学校保健会会長力■滝rrF者 として技秒を行
い 引き続き来賓として 日l高振興局長 新ひた
かHl長が祝辞を述べた.

大会長挨移に立った、北海道学校保健会 長瀬
清会長は 「いきいき すこやか 誰もが主役に
なれるまちJづ くりを目指している新ひだか

"Iの取組をアビールするとともに

「社会生活の多様化等により 児童生徒の抱え
る健lr課題は多岐にわたる。こうした課題の解決

を図り 生涯を通じて健l■な生活を営んでいく資
質や能力を育成することが、ますます強く,Кめら

れている.特に 学校におけるがん教育の必要性
はますます高まってきている.今や日本人の 1人
に一人がかかると言われるがんは重要な課題とさ

れ 健康に関する国民の基礎的教養として身に付
けておく必要がある。また 北海道は全FT的にみ
てもかん死亡率の高い地域であり、子どもたちに

がんに対する正しい知識を持たせるとともに、健

康と命の大切さを学ぶことで、自らの健康を適L9

よる基調講演があった.

福地氏は、以前に北海

道で小児科仄として勤務

され、その後、宮城県に

て精神科人として精神rl

救急、地 j・t精神保健に従

事され 平成 23年 12月
より、震災復興に特化し

た「みやぎ心のケアセン

ターJに勤務され、この

経験を踏まえた講演が行われた。

午後から4つの部会に分かれて rll究協議の視

点に基づいた提言をもとに 教職員 PTA会 員
l‐療関係者 学生を交えて協議が進められた ,
この度の日高 (新ひだか)大会は、新ひだか町
教育委員会をはじめ 多くの先

`上

方により実行委

員会が結成され、新ひだか町はもとより管内の校

長会 教頭会がバックアップ態勢をとり 開催準
備 当日の運営年に取り組まれた.

♭ 準イ増脇



部会別研究協議の概要
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た 教師の児童生徒へのかかわりも影響する。
養護教諭を中心にきめ細かな対応が必要になる。

第 3部会「安全管理 安全教育」
●新ひだか町立東静内小学校
「関係機関との連携強化による

防災教育実施と防災環境整備」

●新ひだか町住民福71t部生活環境課
「新ひだかNIにおける交通安全対策並びに

防犯活動の取組について」

◆研究の成果と課題

○ 自然災害に対する安全管理について、日頃か
ら発生時の動きを想定すること、経験や体験か

ら学ぶこと (例 :津波てんでんこ)は大事なこ
とである。

O 自然災害に対する安全教育は、学校全体で組
織的 計画的な取組になっているかが重要.教
職員 児童生徒が入れ替わっても、確実に引継
ぎがされていかなければならない。

○ 交通安全の取組は、関係機関を含む地域との
連携が重要。町としての取組と学校の安全教育

がつながるとより効果的な全体としての取組に

なる。また Jア ラート発令時の対応等につい
て交流ができたのは良かった。どの学校におい

ても連絡網 文書 ホームページによる保護者
への連絡や説nllが確実に行われていた。市町村

内の学校間で対応の違いがあった場合や下校中

の発令時の対応をどうするかが今後の課題.

第 4部会「発達障がいを含む障がいのある

子どもの保健教育 安全教育」
●北海道平取養護学校

「本校の感染症対策の取組と課題について」

●北海道平取養護学校静内ペテカリの日分校
「健康診断に対する抵抗感の強い

児童生徒への指導 支援の仕方」
◆研究協議の成果と課題

○ 保健 安全教育に関する計画と体市1づ くりに
は、保健所との連携 (初期対応への有効なアド

バイス)、 学校保健委員会が日常的に機能する

こと、病気等の感染者の分離 (寄宿舎 送迎バ
スの対応)、 保護者の協力を得ることなどが大

事である。

○ 支援が必要な児童の健康診断対策 (未知なこ
とへの不安感 感覚過敏等)については 掲示
物の工夫と疑似体験 検査者との打合せ、指導
教材の保管 改良などが大切である。

第 1部会  「学校経営と組織活動」
●新ひだか町立高静小学校
「組織的な学校運営の取組J

●北海道静内高等学校

「本校の学校保健に関わる組織的

取組についてJ

◆研究の成果と課題

○ アレルギー疾患の増加、転倒や衝突によるケ
ガや事故の増加が課題となっている。課題克服

のためには、多様化する健康 安全に関する課
題へ柔軟に対応するための学校保健委員会のあ

り方が問われており、学校保健安全計画の見直

しや整備が児童生徒の安全安心を確保するため

の役割を果たすと考える。また、新ひだか町で

は、フッ化物洗口の実施に向け、町教委、学校

医、学校歯科医と十分に連携を取りながら協議

を重ね、学校保健委員会を機能させ、校内体制

の確立や準備、課題等の集約や改善に取り組ん

できた。

○ 健康 精神面での酉ビ慮を必要とする生徒が年々
増加している中で、個別対応や専門機関との連

携の必要性も高まっている.個人フローチャー

トを活用し、全教職員が迅速に対応できる体制

が整備できた。今後は、作成人数が多くなった

場合の役割 業務の分担、多様化に対する研修
時間の確保が課題である.

第 2部会「保健管理・保健教育J

●浦河町立浦河小学校
「いのちの大切さを自覚し、

健康や安全を守る子を育てる取り組みJ

O新ひだか町立静内中学校
「揺れる中学生の自立を目指してJ

◆研究協議の成果と課題

〇 朝食の欠食率の問題について1ま 前日の夜の
過ごし方を改善することが解決に結びつく。生

活リズムの確立には、保護者の考え方を変え

それを普及 波及させていくこと そのための
情報発信が大切である.

O 学校全体で組織的に取り組んでいくためには
計画的に研修を進めるなど、共有化を図ること

や異校種連携の取組を進めることが大切である。

O 児童生徒が相互に認めあう機会を保障し 繰
り返し行うことで 他者を認め 他者から大切
にされている自分を自覚することができる。ま
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第37回 北海道学校歯科保健研究大会の報告
平成29年 10月 20日 (金 )に 北海道歯科医師会
と北海道学校保健会が主催する、第37回北海道

学校lll科保健研究大会が、北海道歯科医師会館に

おいて、学校歯科医 養護教諭 歯科衛生士 学
生 学校保健関係者等多数の参加を得て開催した。

口腔の健康づくり8020推進条例に基づき、児童

生徒のむし歯予防に効果のあるフッ化物先日の取

組を促進しています。Jと語り 学校におけるフ
ッ化物先日の更なる推進を訴えた。

続いて 平成29年度北海道歯 口の健康に関
する図画 ポスターコンクール受賞作品の表彰を
行った。全道174校から寄せられた6,853点の作

品の中で二次審査に残った160点から2名に北海

道知事賞として、表彰状と記念品を授与した.

◆北海道知事賞

〔低学年の部】

北広島市立東部小学校2年 池松 宏二郎

北海道歯科医師会藤田―雄会長は挨拶の中で

「歯科医院や保健所で行う歯科17E診や、各家庭で

実施するフッfヒ物配合の歯磨剤を使用した歯みが

き、生活習慣や食習慣の改善によりむし歯は減少

傾向にあるものの 北海道では未だに多くの子ど
もたちがむし歯にかかっているのが現状です。

このようなことから、北海道歯科医師会では

北海道 北海道教育委員会と提携し、むし歯予防
に高い効果があるフッ化物先日を推進しておりま

す。

フッ化物は安全で効果的なむし歯予防の一つで

子どもたちの日確保健向上に大きく寄与できるも

のと考えております.Jと述べたのに続いて 来
賓の北海道教育委員会 柴田達夫教育長の代理と
して祝辞を述べた岸小夜子学校教育局指導担当局

長は、「北海道においてはむし歯を有する子ども

の割合が 年を追う毎に小学校 中学校 高校に
おいて何れも減少傾向にありますが、全国と比べ

ると依然として高いII況にあります。歯や回の働

きは、食べ物をよく噛み味わい美味しく食べるこ

と、人と豊に話すこと等、日々の生活の楽しさや

豊かさに深く結びつき 生涯を通じて健康な生活
を送る基礎となることから、北海道教育委員会で

は本道の子どもたちの歯と口の健康づくりを進め

ることは重要な課題であると考えています。歯科

医師会や道の健康福祉部と連携し、北海道 歯

【高学年の部】

北広島市立北の台小学校5年 山下

他の受賞者は次の通りです。

◆北海道教育長賞

小樽市立望洋台小学校 3年

旭川市立春光小学校 3年

91路市立中央小学校 5年

稚内市立潮見が丘小学校 6年

花

吹

花

みと

菜
　
　
瑠

こ

平

原

谷

戸

茸

笠

仲

籠

‐  ´



◆ HBC賞
自糠町立庶路小学校 3年

室蘭市立喜門岱小学校 3年

凱路市立愛国小学校 6年

小樽市立桜小学校 6年

◆北海道新聞社賞

留萌市立緑丘小学校 2年

美唄市立中央小学校 3年

北広島市立東部小学校 5年

稚内市立潮見が丘小学校 4年

◆北海道歯科医師会長賞

根室市立成央小学校 1年

旭川市立神居東小学校 2年

北広島市立北の台小学校 5年

十歳市立駒里小学校 6年

渡 辺
長谷川

池 松
」ヽ山田

弥

実

月

歩

真

政

都

莉

利

時

藤

川

浅

大

佐

上

衣

仕

介

蒼

之

結

慧

隼

桜

代

奈

那

咲

千

花

玲

部

本

木

渕

々

渡

山

佐

増

太

大

莉

音

眺

環

樹

風

野

居

嶺

藤

上

土

長

佐

留萌市立留萌小学校 1年

苫小牧市立豊川小学校 2年

千歳市立泉沢小学校 3年

札幌市立定山渓小学校 4年

札幌市立定山渓小学校 4年

札幌市立自右小学校 5年

函館市立北1召和小学校 4年

旭川市立春光小学校 4年

旭川市立春光小学校 5年

芦別市立上芦別小学校 6年

奈井江町立奈井江小学校 5年

小樽市立朝里小学校 5年

小樽市立緑小学校 6年

北見市立中央小学校 6年

音更町立鈴蘭小学校 4年

伊達市立黄金小学校 4年

伊達市立東小学校 4年

登別市立登別小学校 6年

稚内市立宗谷小学校 4年

美唄市立中央小学校 6年

恵庭市立恵庭小学校 5年

安 井 美彩菜
大 鳥 真 琴

渡 辺   薗
多 田 樟太朗
山 内 瑞 希

後 藤 優 渚

松 井 智 也

田 村 真 自
笠 原   咲
乾   せりな
松 本 湖 子

樋 口 愛 梨

」ヽ 川 奈 々
松 盛 琉 華
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◆佳作

札幌市立自石小学校 1年   佐々木
旭川市立台場小学校 1年   田 中
旭川市立啓明小学校 2年   西 山
滝川市立滝川第一小学校 3年 加 藤
滝川市立滝川第一小学校 3年  1詢 崎
小樽市立幸小学校 1年    小山内
小樽市立望洋台小学校 3年  小 樽
美幌町立美幌小学校 3年   石 橋
室蘭市立旭ヶ丘小学校 1年  坂 本
伊達市立伊達小学校 2年   小笠原
北海道教育大学附属01路小学校 1年
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引き続き 北海道学校歯科保健優良校の表彰式
を行った。優秀賞には旭川市立神居東小学校、札

幌市立定山渓小学校、登別市立登別小学校の 3校

力`、

HBC賞には、本L幌市立新琴似北小学校 札幌市
立東オW詞 学ヽ校 札幌市立定山渓中学校の3校が
奨励賞には 苫小牧市立若草小学校、根室市立厚
床小学校、旭川市立豊岡小学校、厚沢部町立厚沢

部小学校の 4校が選ばれた。

この後、北海道教育大学札幌校准教授 前上里
直先生による「ヘルスプロモーションと学校保17d

教育」 北海道医療大学薬学部実務薬学講座講師
の中山章先生による「薬の基礎知識と学校におけ

る薬品管理」についての講演が行われた。

廣 瀬 結 子

中標津町立中標津東小学校 2年

余市町立大川小学校 2年

苫前町立苫前小学校 1年

苫前町立苫前小学校 1年

北海道教育大学札幌校

養護教育専攻 准教授
前上里   直 氏

北海道医療大学薬学部

実務葉学講座講1市

中 山   章 氏

表彰をうける山下 凛さんと池松宏二郎さん



「一人一人の健康をみつめ

開かれた保健室をめざして」

共和打立東目J専絞

妻謝順 ホ 村 敏 恵

睡眠の質の問題 虫歯や歯茎の問題 視力低下と
グーム時間の長さからくる心身の不調等の課題が

あります。

③保健調査票の活用

保健調査票は、新人生は 1日 入学時に、在校生

は3月 に配布しています。食物アレルギーなどの

状況を把握し、新年度すぐに対応できるようにし

ています。また前11度との比較により変化や不明

な点があるときには、担任とともに保護者との r
寧な対応に当たっています。

健康課題児童一覧を作成し、教職員に周知して

います。年度途中でアレルギー症状など変更があ

る場合には、その都度お知らせしています。

保護者向けには、保健調査票とともに、各健診

前の間診や質問事項などの記入用紙を配布してい

ます。実施後は、昨年の様子と比較しながら、結

果を質F・l事項に対する返答とともにお知らせして

います。

3 『やりぬく子ども』への取組
①歯科指導の■大

長期休業中には、国みがきカレングーを発行し

ています。児童が、歯ムがきの結果ごとに色塗り

をして、感想も記入します。さらに良かったこと

についての保護者の記入欄も設けています。その

後学校へ提出し、養護教諭よりやる気が,I,そ うな
一言を記入して評価しています。

歯みがきカレンダーの配布前に朝の会を活用し、

低学年は「歯ふがきの紙芝居」、中学11は「歯に

関するクイズ」、高学年は「視聴覚教材を活用し

た指導Jを行っています。
②外部講師による菌科指導の実施

昨年は全校児童を対象に「歯科医による歯のお

1 はじめに
本校は、lll道に面しながらも木々の生い茂る豊

かな自然に恵まれた環境にあります。普通学級 6

特別支援学級 1の計 7学級に、全校児童が106名

在籍しています。身体を動かすことが大好きな児

童です。休み時間には、体育館や広い校庭で学年

を超えて元気いっばいに遊んでいます。

本校の教育日標は「体をきたえる元気な子ども』

Fが まん強くやりぬく子どもJ『 よく考え学び

あう子どもJ『明るく思いやりのある子ども』です。

学校経営方針のもと、保健室経営の実践計画に

その要素を位置づけています。今年はこれまで継

続してきた、「開かれた保健室づくりJに F元気」
『やりぬくJ「学びあう」「思いやり』に焦点を

あて、学校 家rt■ 地域 関係機関のつながりを
大切にした実践を意識しています。

2 f元気な子どもJへの取組
①健康観察の重視

朝の教室での巡回において、何気ない挨拶や声

かけから、子供の心身の健康状態を見取っていま

す。マスクの着用や姿勢、挨拶の声の力などから

感じ取れるものがあり、前日との変化など、個別

の情報を日常の健康観察と合わせて、担任の先生

はもちろん全ての先生たちとの情報連携に役立て

ています。

②健康ファイルの活用

子供が保健室に来室した「Iには、状況に応じて

質問シートによる調査を実施しています。「睡眠

に関することJと「心身に関すること」の 2種類
を使用しています。

一人一人の健康状態を縦続的に把握するために、

個人ごとにファイルを作成し蓄積しています。先

生と情報を共有し 諸問題の解決の糸口として活
用しています。現在の傾向として、食習慣の乱れ

ュースタンス菌の動くところをリアルに71Lせたと

ころ、「動いている」「何だろうJ等の驚きの声

話Jを実施しました。

今年度は、1 2年
の学級ごとの歯科健

康教育を実施しまし

た。歯科医が、lll垢

をとって顕微鏡でミ

が上がり 効果lyJな導入と
なりました.

その後、染め‖1し ltで よ

ごれを確認し、ltl科衛生士

さんによるプラッシング指

導をしていただきました。



児童の感想
。「ミュータンスきん」力ヽ るヽと、はがとけ

ることがわかりました.
。いろいろなところによごれがついているか

ら きちんとみがこうとおもいます。
・あんなによごれがついているって、しらな

かったです.
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年に2回実施し、食習慣をテーマに家庭と連携し

て子供の健康を考える機会としています.

また、給食時間に学級訪間をしたり、食に関す

る座談会を設けたりしています。

昨年度からは、より関心を高めるために、調理

実習を行いました。「プチクッキング」と称し、

給食の献立の中から

1品 を実際に調理す

るという企画です .

保護者の希望を集約

し、一番要望の多か

った献立を取り上げ

4 F学びあう子ども』への取組
①食育指導の充実

共和口1の主な産業は農業であり、稲作 芋 南
瓜 とうもろこし ブロッコリーの他にスイカ
メロン等、「らいでんJの名前がつき、ブランド
として確立しています。

学校経営方針には「共和町の特色を生かした食

育の推進」力`明記され、具体目標として「食育推

進に関わるPTAの協力Jと示されています。
今年度から、栄養教.m‐が木校に所属となり、給

食目標をはじめ食育活動を進める上で相談しなが

ら計画を立てています。

これまで短時間であった栄養教諭による食育授

業を、今年度からは各学級 1時間で実施しました。

また給食時には栄養教諭とともに教室に入り、

給食の様子を見てもらっています。

②交流給食の実施

異年齢での交流は、掃除の時間や遊び等で実施

していますが、さらに食事を共にすることで豊か

な会話や助け合う気持ちを育てるために異年齢に

よる給食を企画しました。

おもてなしの心で張り切って盛り付けをしてい

る様子が見られました。また、いつもより食が進

ふ、完食をした子供も増えました。組み合わせは

1年生と6年生、 2年生と5年生、3年生と4年
生です。

事前学習として、配IIiの仕方や箸の持ち方など

のプリントを作成して確認をしました。自分がで

きることを、相手に伝えたり教えたりする取組で

保護者の感想

・家庭で食べている食事よりも大分塩分が少

ないと感じました。試食会の食べ物はおい

しかったし 切り千し大根をうるかすこと
なく作れることが分かって良かったです。

・野菜を多くしたいのですが、メニューが思

い浮かびませんでした。どうしてもワンパ

ターンになりがちなので、こういう場に積

極的に参加して、メニューを増やしたいと

思います。

・「プチクッキング」を、継続していくと良

いと思います.

ました。そして その日の給食を試食し、子供の
話や食事の話へと広げることができました。

にとって、食事や家族の健康の悩教等にも発展し

て語り合う場とすることができました。

0保護者への健康意識の啓発
参観日などでは保健室を開放し、お子さんの健

康相談活動を呼び掛けてきました。さらに「はが

らかひろば」と称し、保護者自身の健康意識を高

めようと、「健康チェックコーナーJ「体力診断
コーナー」「肩こり解消

コーナー」として測定

機械を期間限定でホー

ルに設置しました。リ

ラックスして話し合え

る機会となり、保護者す。

「もう一度交流給

食をやりたいJと の

要望が数多くあり、

3学期は組合せを変

えて交流給食を計画

しています。

③保護者への食育の啓発

参観日の日に合わせて、保護者の給食試食会を

保護者の感想より

・ Hl定 したら、撮力が落ちていたので驚きま

した。

・「ほからかひろばJの取組がよかったです。

とても役に立つ内容でした。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
∃
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・次回も参加したいと思います。なかなか測

定する機会がないので、楽しいです。

・肩こりがひどいので因っています。血圧を

浪1れてよかったです。

5『思いやりのある子ども』への取組
①児童会保健委員会による美化活動の充実

お化を取り入れた 美化活動を進めています。
前期の保健委員会で 学校の花壇に種を蒔き 育
ったお花を校内に飾ったり、押し花にしたりする

とともに、それを174

康ポスター作成に活

用しています。

後期の保健委員会

は その押し花を利
用してしおりづくり

をしています。学芸会に来ていただいた方ヘー人

ずつ声掛けをしながら、しおりを手渡しする活動

をしています。普段は弓1っ込み思案な児童も、来

できたことや良かったことを清掃の振返りで表現

させています。

③「健康カルタJ作成の取組
児童が考えたものを、

お互いに「元気になる言

葉Jを 「五 t 五Jの
リズムにしカルタとして

掲示しています。機会を

みて 昼休みや放課後に
カルタとして遊びながら、

高めています。

6 教職員の研修の実施
①アレルギー対応の研修

校者からいただく言葉が大

きな励みとなっています。

自己肯定感や満足感の持て

る心豊かな子供たちが増え

るように、地道に活動して

います.

来校者の言葉

・毎年、楽しみにしています.

・心のこもった栞ですね。実際に本に挟んで

使っています。

・素晴らしいので、記念に額に入れて飾って

います。

・素敵にできていますね。本当に、ありがと

う。

②縦割り班による「気づき掃除」の実施

日常の縦割り班掃除の際、各役割分担をし、決

められた掃除を終了した後に「気づき掃除」を設

定しています.

「ここをもっときれいにしたいJ「 ここが汚れ
ていたのを発見したJな ど、やりたいことを気付
いて行動するI寺間としています.決められたこと
以外に自分で見付け、意見を発表する。自分の考

えを表現する、進んでしようとする 意欲につな
げています。

「掃除ロッカーの裏が汚れている」「壁の下が

汚れているJ等、気付くことが多くなりました。

現在本校児童にエピペンを使用している対象者

はいないものの、事前に周知し、いつでも誰でも

対応ができるように校内研修を開催しました。

資料として「食物アレルギー繁急時対応マニュ

アルJ、 日本学校保健会発刊のDVD「学校にお
けるアレルギーの疾患対応資料」等を用いました.

その後、練習用のエピペンを使って、実際の場

面を想定した体験を行いました。エピペンを見る

のが初めての方が多く、良い機会となりました.

今後は救急救命講習会などと運動し、校内での

対応の副I練を検討していきます。

②薬の飲み方に関する共通理解の推進

アレルギーをもつ新人生の保護者との面談で

薬を飲む際の相談があり、業の保管場所や薬を飲

む時の見届け等の対応を検討しました。

全校児童に同じように対応することとし 教職
員で共通理解を図りました。

実施してみると 薬などを飲んでいる子供が相
当数いることが分かりました。また、飲み方につ

いても、水を飲まずに葉を口に合んだり、一口し

か水を飲まなかったりと 飲み方を知ることがで
きました。 L手な薬の飲み方について声掛けや使
りで発信しています。

フ まとめ
児童から体の痛いときや不調なときには、自ら

声を掛けられ、こちらからも寄り添い支えること

ができるよう、日々の実践に努めています。

これからも、一人一人の子供たちの健康や命を

大切にする17e康意識の高揚を根幹としたいと思い

ます。家庭や地域関係機関との協力を得て、保健

室経営を進め 子供自身が実行していけるよう働
き掛けていきたいと思います。

相手を思いやる意識を


